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アメリカ英語の綴字発音

中 郷 安 浩

皮肉屋としても有名な GeorgeBernard Shaw (1855-1950)がghotiを fish

と読む，すなわち ghは enoughの[f], 0'は womenの [I],t£ は nation

の [J]であると言ったのは有名な話である。これは，英語では，綴字と発音と

が必ずしも一致しないという話をするときによく持出される例でもある。事実，

綴字と発音のずれは，現代英語においては，非常に大苔く，英米で色々発音辞典

が出版され，それが一つの厳然たる権威を有しているということもそれを裏書苔

していると言える。また，英語辞典には必ずと言っていいほど，何らかの型で発

音が表記されており，語義や語法を知るための辞書としてではなく，発音辞典と

しての役割をも果している。英語がもしもドイツ語のようにかなり綴字と一致す

る発音をする言語であれば，発音辞典の重要性はずい分小さくなるはずである。

表記法，さらにイギリスとアメリカの違いを考慮すると若干の差異はあるが，

今ここで，現代英語には24の子音， 2つの二重子音， 16の単母音と 9つの二重母

音があるとしてみると，合計51の音があることになる。それに対してアルファベ

ットは26文字である。非発音的にならざるを得ないのは当然である。この割合だ

と平均すれば 1文字に 2音ということになるが，実際はそんなに少いものではな

い。現在，英語では51音に対して約450通りの綴り方があると言われる。すなわ

ち， 1音に対して平均9個の綴り方があることになる。しかし， これはあくまで

も平均であって，実際を調べてみると，音によって， 9通り以上の綴り方を持っ

ているものもあれば， それ以下のものもある。 [I]のこ、` ときは，実に14以上の

綴を持っている。しかし，英語の始めからこのように綴字が非表音的であったわ

けではない。'OEの綴字法はかなり表音的であった。OEには14の単母音と 6つ

の二重母音， 24の子音とがあったと考えられているが， それに対して文字は23の

ラテン文字， 2つのルーン文字，それに ethを加えて26個なのだから，勿論完全

に表音的であったわけではない。しかし，今日よりははるかに表音的であったこ

とは想像に難くない。それが今日のように非表音的となったのには主なる原因が

3つ考えられる。

第 1に，英語はその発達の途中に数個の新しい音を生んだ。OE初期には[JJ,

[3] はなく，［~], [ A]などもなかったと考えられる。 これらの音が現われた
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際，それらに対するアルファベットを作らなかった。

第2に，外国語が多数借入されたことがあげられる。 フランス語やドイツ語と

ちがって，英語は借入語 (loanwords)の何国語たるを問わず， その原語音を採

用したばかりでなく，常にその綴をも同時にそのままとり入れた。

第 3に，英語の音変化が一様でなかった。例えば OEの ea[e::d]は3つの音

に別れて発達した。しかも，印刷術の発達は英国民の保守性と相まって，綴字の

固定化をもたらすこととなった。

以上のほかに，同化 (assimilation)，異化 (dissimilation)，脱落 (elision)な

どの現象や，現代英語が音節 (syllable)のリ ズムよりはむしろ強勢 (stress)の

リズムによる言語であるために，強勢の弱い音はあいまい音化するか失われると

いう事実が混り合って，今日 のような綴字と発音のずれを生むこととなり， その

中で発音を綴字に合せようとする試みが繰返された。

このようなずれがある言語には綴字発音が起 りやすい。 Cirencesterという 地名

をはじめて綴で見た人で，いきなり これを[I SISI (s) td (r)］あるいは『srzrtd(r)J

と読むことの出来る人はまずないであろう。綴字通りに『sarrdnI sest;} (r)］と読

むにちがいない。

綴字発音が行われやすいのは，まず伝統的発音を知らない人から始まり， それ

がだんだんと社会的に伝播されて行く場合が最も多いであろう。伝統的発音と綴

字を知らない人は教養の低い人が多い。だからと言って，綴字発音が教養の程度

を示す基準になるとは限らない。立派に教養を備えた人達から綴字発音が生れる

ことも稀ではない。伝統的発音を知ってはいるが， それが綴字とあまりにもかけ

離れていて， 自分が伝統的発音を使えば，綴字を知らないからそんな発音をする

のだと他人に思われるのを怖れて，綴字の知識をひけらかさんが為に綴字発音を

行う 人もある。あるいは，伝統的発音が一種のくだけた型であって，綴字通りに

発音することこそ折目正しい言葉つ‘かいであるとかたくなに主張し，他人にもそ

れを要求する人々もある。 これは18世紀のイギリ スによくあったこ とで，アメ リ

カでは今でも 小学校の先生や牧師などによく 見られることである。また，アナウ

ンサーなどは，明確に発音しようとするあまりに綴字発音を行い，不自然にして

しまうこともある。これらは発音上の 「上品過多語法」 (Hyper-urbauism) とも

言えるも のである。綴字発音は， その初期においては正しいものではない。しか

し，それが個人から社会へと広まり ，多く の人々がそれを用いるようになるにつ

れて disputableから acceptableへ，そして establishedへと昇進して行くの

である。
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ーロに綴字発音と言っても色々な段階がある。そして，綴字発音の方が伝統的

発音よりも優勢になり，ついにはそれを駆逐してしまう例も少くない。

Alexander Gill (1564-1635)は教養ある人たちがそうするからと言ってfolk

ゃfaultの lを発音することを好み， Shakespeareは calfゃ halfのlばか

りか， neighbourの口蓋摩擦音 (Palatalfricative)を発音しない Holofernesの

pedantryを皮肉り， NoahWebsterはAmericanSpelling Book (1783)で2

音節語や多音節語を綴字通りに発音することを説き，SamuelWorcesterはThird

Book of Reading and Spelling (107th edn., Boston, 1848)等で clothes,

fortune, several, wereをそれぞれ close,fort'n, sevraz,'wareと発音すること

を否として， creature,natureをheatyour, hate yourと押韻するように言った。

そしてとくに18世紀以後はこれを強調し，演説家は正確さと明確さの名のもとに
2 

それに従ってきたのである。しかし，綴がこうなっているから，発音もこうでな

ければいけないという論法で行くと clerkは erであるから [kl3'k]ということ

になる。しかしそれは主客転倒で，発音が [ar]であるから，むしろ clarkとし

なければならないと言うべ苔もので，もともと [cr]で後に [or]となった star,
3 

curve, smart, farm等は事実発音によって綴字がかわっているのである。

アメリカにおける綴字発音について Krappはこの eye-standardの優勢をア

メリカにはイギリスのような標準国語というものが確立した型で存在しないせい
4 

であるとしている。それも一因ではあろう。これには人種のるつぼと言われ，実

に種々雑多な民族からなる特殊な国アメリカという事実も含まれているだろう。

しかし，主としてこの責任は綴字発音を強制して苔た教師や説教師あるいは一般

の演説家が負うべきであり， その責任は現在ではラジオや TVのアナウンサー
5 

にも負わされるべ言であるという学者もある。

綴字発音の影響を受けやすい語はあまり日常的でない語に多い。変った地名や

人名に多いのはこのためである。ある特定の職業の人達が常に用いる語は， その

・communityの中では伝統的発音が保持されるが， 一般社会の中でその語を日常

用いることが少ければ，そこでは綴字発音が行われやすい。海洋語がその例であ

る。ところが，日常用いる語となれば，伝統的発音が保たれるわけであるから，

綴字発音の入り込む余地はそれだけ少くなる。このように使用頻度にも関係して

くるので， どのような場合に綴字発音が行われるかをーロに言うことは出来な

い。しかし，綴字発音が一種の類推であり，類推が類推を呼ぶことを考えれば，

よく似た綴字には同数の綴字発音が行われる可能性が多いことがわかる。事実，

孤立した綴字発音もあるにはあるが， ある程度の傾向を記述することは可能で

(500) 
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ある。 • 

題目の「アメリカ英語の綴字発音」‘というのは， アメリカだけに行われる綴字

発音という意味ではないことをことわっておかねばならない。イギリス英語と重

なって現れるものも多い。以下 AEとあるのはアメリカ英語を， BEとあるのは
6 

イギリス英語を指す。発音表記は Kenyon-Knott方式と呼ばれるものに従って
7 

いる。

I 伝統的発音では黙字である綴字が発音されるもの

(1) b 

(a) 綴字 tの前に bがあると苔， tことえば debt, doubt, redoubt, subtle, 

やそれらの派生語 debtor,undoubtedly, subtlety等においては tの前の bは黙

字である。しかしながら同類の subtile,subtilize, subtilty等は， AEでは伝統

的発音『SAtl],『SAtl I arz],『sAtltr]と並んで綴字発音[I SAbtrl],『sAbtlarz],

『sAbtltr]が行われる。歴史的にはこれらの語はフランス語から英語に bのない

形で入って来たものが，ラテン語源であることを示すために後に綴字 bを加える

ようになったものである。これらは BEでは bを発音しない伝統的発音である。

この点では AEでは綴字発音がかなり進んでいて優勢になる気配が感じ られる。

(b) mbが語尾に来る場合も bは黙字である。 しかし Kenyon-Knottによる

と AEでは iambは『ar邸mb]のみ， rhombは [ramb]と [ram], rhumb 
8 

は [rAm]と [rAmb] を持ち綴字の影響が見られる。一方 Jonesによると BE

では ia1nbについては伝統的発音と綴字発音が共存し， rhombとrhumbは伝統

的発音のみである。いずれも比較的新しく英語化した語で，専門語あるいは頻度

数の少い語である。

(2) C 

(a) 歴史的には perfect,verdictの C は発音されなかった。フランス語から

parfit, verditという形で英語に入り， ラテン語源であることを示すために後に， 
再び C が加えられたのである。 Arcticも同様な歴史があり ，BEでは伝統的発

音はほとんど行われない。しかし AEでは『arktrk]が優勢ではあるが，伝統

的な 『artrk] も行われている。だがこれは Kenyon-Knottもnowrareと

いう但し書きをつけているほどで，やがてこの伝統的発音も綴字発音の波にの

(501) 
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まれて消えて行く運命にあると思われる。ただし， indictは今でも英米ともに

[rn I dart]である。
10 

(b) Connecticutは BEで綴字発音が行われる。 AEでは綴字発音の入りこむ

余地はないであろう。

(3) ch 

(a) これが黙字となるのは drach1n,fuchsia, yachtだけである。このうち，

fuchsiaのみにAEでは綴字発音[1 fuksrg]が起り得る。Drachmはその[drぉm]

という発音ゆえに英米ともに dra1nという綴字が用いられ，それが確立している

から， drachmなる綴字の方がすたれて行き，歴史的発音が保持されることにな

る。 Yachtは子供でも知っている語だけに，綴字発音はまず考えられない。

(4) _d 

(a) SandwichはAEでは固有名詞，普通名詞ともに［＇s知 ndwrt]］が優勢で

ある。 BEでは固有名詞に［ ＇s四nWIt]］が，普通名詞に［＇ s四nwrd3]又は [-tJ]

が優勢で，固有名詞の場合のみ dが発音されることがある。

(b) Jonesでは（初版から最新版に至るまで） theless frequent formとして

［ ］に入れられている Wednesdayの綴字発音 ['wedl)zdr]は AEでは行わ

れていないようであり，今後も綴字発音が伝統的発音をしのぐことになることは

ないであろう。

(5) f 

(a) Halfpenny, halfpenceは英米ともに [1herp(~)nr], 『 herp (~) ns]であ

って，綴字発音は認められていない。ただし Jonesによると， BEでは固有名詞

Halfpennyは綴字通りに発音する。

(6) 9 

(a) 綴字 gは語尾の m または nの前にある場合と gnが語頭にある場合に

は黙字であるのが原則である。そのうちでただ一つ theless frequent formとし

て BEで認められている gneissの [gnars]は AEでは認められていないから，

本来黙字であるところの gに綴字発音を与えることは AEでは皆無と言うこと

ができる。

(502) 
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(7) h 

(a) フラ ンス語系の語においては AEの方が BEよりも 伝統的発音を保持し
11 

ていると言える。歴史的に言えば，英語が OFを借入した時には，フランス語で

はすでに hを発音していなかった。英語でフランス語系の語の hを綴字に従っ

て発音するようになったのは18世紀である。そこで，heritage,hospital, humble, 

host, horizon, he1加 itなどはすべて綴字発音と言 うことができる。ところが，

hour, honest, honor, heirなどは頻度が高いため現在でも黙字のままで残ってい

る。Habit,horror, ho切 ageなども hを発音するようになったのはそんなに古い

ことではない。AEには hを発音しない伝統的発音を 発音する綴字発音が両方

認められているも のに herb,hostler, ho叩age,humorがある。BEでは herb,

homageが hのある発音のみ可， hostlerは hのない発音， そして hu1norは

hのある発音が普通で hのない発音は oldfashionedである。逆に hotelはAE

では綴字発音 [houI td]のみで，BEは [ouI td, d I td]も有する。

(b) 強勢のない音節の hは落ちる ことが多い。 たとえば forehead[ 1 £and], 

shepherd『Jtpc>id],vehicle [ virkl], silhouette [ 1 srlu I tt]や固有名詞，Bir-

mingham, Tottenham, Durham, Blenheim, Grahamなどがある。 このうちに

も綴字発音の影響が現れているも のがあり， forehead[』:)r1htd]や vehement

『vihrmdnt]は英米共通に行われているも のである。VehicleはAEでのみ綴字

発音『vihrkl]が認められている。地名ではアメリカにある同名のもので綴字発

音が行われているも のがある。Birmingham [ 1 b3'm項 h即m](Ala.）は最近社

会的大問題が起りあまりにも有名になった。同様のものにChatham『t知thぉm]

(N. Y.), Nottingham [ 1 not項 hぉm]などがある。その他，固有名詞としてほ

Delhi『ddhar],Wodehouse『wudhaus]などがアメリカで行われる綴字発音

である。

(c) 本来別の音節に分れるべき tとhが綴の影響で異分析 (Metanalysis)が

行われて [0]となることがある。 本来[1 w:)ltdm]（く『waltdm<1 wait I ham 

ぐ wald1ham]であるべき Walthamの『W:)l0dm](AE には —畑m もあり ）

は英米共に認められている。 AEChatham・じt紐th邸m] もこれと同じ現象であ

る。

(8) k 

(a) Ski vまスカンディナヴィア語源で， BEでは原語に従って [fi]とする も
12 

のがこ` く最近まで多かったが，今では綴字発音 [ski]のみとなった。AEでは[ski]

(503) 
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のみである。 skで [J]は他にないため，この綴字発音は定着してしまっている。

(9) I 

(a) Salmon (cf. ME samon), falcon (cf. ME faucon), fault (cf. ME 

faute), cauldron (cf. ME caudron), herald (cf. ME heraud), soldier (cf. 

ME soudeア），のようなフランス語から入った語は MEでは lが綴字になく，発
13 

音されることはなかった。そして綴も［がラテン語に従って綴にとり入れられ，

発音されるようになったのは Mod.E初期のことであり，遅くは lのない発音

が18世紀まで行われていた。 AEではこれらは salmonを除いてはすべて綴字発

音となっている (BEでは [ISぉlmdn]も認められている）。 しかしその salmon
14 

の綴字発音も Kokeritzによればアメリカの食料品店ではよく聞かれると言う。

Almondもsalmonと同じく，［紀］の発音の後では lが発音されることがある

が， Kenyon-Knottによればこれは NewEnglandにおいてのみあ起ることであ

る。 Almsの綴字発音［ぉlmz]はKenyon-Knottでは認めていないが， Kokeritz
15 

の学生の半数が lを発音すると言う。 Falconにおける伝統的発音『f3kan]は，

英米ともに，たか匠の間にだけ行われているものである。アメリカでは綴字発音

『fぉlkd'n]が全く定着してしまったようであり，ニュー・ヨーク，マイアミ間の

航空便 ‘‘TheGolden Falcon"や，フォード自動車会社の製品 ‘‘TheFalcon" 

は TVゃラジオのコマーシャルでもすべて『fぉlkdn]で，それがこの綴字発音
16 

の普及に拍車をかけているらしい。

(b) 以前は唇子音の前で黙字であった lは Talbot,palfrey, almanac, Mal-

vernにおいて綴字発音が英米ともに確立しており， AEでは， Malvernの

［ーぉl-］を除いて，他はすべて [-::>l]である。Almoner,halberd, scalp, Ralph 

には［ぉl]が行われる。Calmを [kolm]とするのは substandardである。

(10) n 

(a) Kilnは 1470年以来 killの綴があり (1611年の欽定訳聖書でもそうであ

る），そのように発音されていた。この語から nが失われたのは ell,mill, Milne 

と同じやり方で，同化 (assimilation)が働いている。この kilnを [krln]とす

るのは綴字発音である。

(11) p 

(a) ギリシャ語源の語で，語頭の Pの次に n,s, tがある場合， P は普通黙

(504) 
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字である。英語の語頭における子音結合がそれを排除するためである。BEでは

Pseudo-, Psycheーに始る語や tの前では Pが発音されることがある。しかしなが

ら， AEではこの綴字発音は行われていないようである。

(b） Cupboard, raspberry, Can1pbell, Hepburnなどにおいては， P は後読す

る bによる同化の結果発音されなくなったと言えるが，このうち Hepburnはア

メリカでは同名の人に [-pb-］という綴字発音をするのが通例である1:
(c) 綴字 mptにおいて BEではPを発音しないことがある。例えば empty,

glimpse, promptがそれである。 AEではすべて発音する。しかしこれは綴字発

音ではなく， もともと綴にも発音にも Pがなかったものに， pを発音するよう

になり，後に綴字がつけ加えられるようになったにすぎない。 Cf.Thompson, 

Thomson; Sampson, Samson. 

(12) s 

(a) Illionoisはインディアンの言葉で， フランス語に影響されて S はもとも

と発音されなかったが，アメリカ南部では [lrlaIn3rz]という風に Sを発音する

ことが多い。また少卜1名 Arkansasを[ar1kぉnzas]と綴字通りに発音するのは今

では oldfashionedで，普通は[1 arkdn I SJ]である。 しかし，町の名として

(Ark., Kan.）はその地方でのみ綴字発音が今でも行われている。

(13) t 

(a) 綴字 tは s,Iと l,m, nにはさまれている場合には黙字となるが，この

うち oftenとpestleには[1 :)ftdn], [ 1 pesti]が普通に認め られている。 これは

Jonesには theless frequent formsとされているのであるが， Kenyon-Knott

には何の但し書きもないところから判断すれば， AEにおいての方がこの綴字発

音の廣がりが大きいと言えよう。同様に Westminsterゃ WestmorlandもAE

では（英米の地名にかかわらず） tを発音するのが普通である。Westmorland

の BEでの伝統的発音は（今では theless frequent formであるが） ［1Wesm-

land]である。また Christmasは BEでは綴字発音 [1krrstm;Js]が行われるこ

とがあるが， AEには認められていない。

(b) その他，waistband『wersI b即nd,-b;}nd], waistcoat [ 1 wers I kout, 1 wes-

kdt], wristband [ 1 rrzb;Jnd]にも [1werst1b四nd], [ 1 werst I kout], [ 1 rrst-

lbぉnd]が普通に用いられ，海洋語 boatswainの伝統的発音 [1bousr:i]も定着し

たかに見えたが時おり綴字発音の[1 bout I swern]が聞かれる。
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(c) 以上すべて発音の上で脱落してしまった tにrestorationが働き綴字発音

が再び行われるようになったものである。しかしながら,-stleに終る語は上にの

べた pestle以外，たとえば whistle,wrestle, rustle等に綴字発音が行われるこ

とはない。使用頻度が関係してくるのであろう。

(14) lh 

(a) Clothesは約200年前から[klouz]と[klou'oz]という発音の違いが意味

の違いを生じて来ており，「着物」の意では Dr.Johnson, Sheridan & Walker, 

Fowlerなどが [klouz]が正しいとして来た。BEでは Jonesによると [klou'oz]

のみが認められ，［klouz]は初版以来 oldfashionedとなっている。AEにおい

ては両方が認められている。

(15) w 

(a) 伝統的発音でこの文字を発音せずに，綴字発音の結果発音するようになっ

たものに swoonがある。17, 8世紀までは [sun]が普通であったが，現在では

英米とも [swun]のみである。

(b) 弱音節で発音しなくなったも ので，再び W が発音されるようになったも

のに towardがある。これは比較的最近のこ とで， Kenyon-Knott には [prep.
18 

tord, brd,回 w::,rd]の三つが併記されている。形容詞としては前二者のみしか

認められていない。この綴字発音の歴史が浅いので何とも言えないが，頻度数か
19 

ら見て，綴字発音が波及することが考えられる。 Forwardについても同じであ

るが， Kenyon-Knottは “Somegood speakers still use the historical pron. 

『br叩d]．’'と言っている。その他 backward,always, midwife, Edward (cf. 

Ed'ard)は英米ともに綴字発音のみしかなく， housewifeにおいては「針箱」の

意味にさえ AEで『hausI war£]が認められている。

(c) 地名で-wich,-wickその他に終るものにおいてはアメリカの地名に綴字発
20 

音をするものが多い。 Norwich『n::>rwrtJ],Greenwich [ 1 grinwrtJ], Warwick 

[ 1 w::,rwrk], Southwark [ 1 sau0weik], Southwell [ 1sau01 wd]. 

II 別の音価を有する子音の伝統的発音が綴字発音になったもの

(1) C 

(a) Celt(ic)は伝統的発音は『kdt(rk)］であり， BEではこれが一般的で綴
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字発音［廷It(rk)］は稀にしか聞かれない。一方 AEでは綴字発音のみである。

(2) ch 

(a) -wichに終る地名は BEでは [d3]が多いが， AEでは普通 [tJ]になる

（黙字 w 参照）。SpinachもAEでは [tJ].

この綴字 chが schemeや scheduleからの類推で綴字発音の [tf]となるこ

とが多い。chas1n『Kぉzm]が『tJrezm]，に hehen [ 1 lar k8n]が『lrtJ8n]

又は『lartJ8n]に， Charon[1 kぉran]が [ltIぉran]に， sepulcher『Sf.pdlk匂

が『S£p3lt知］， Charybdis[k3 1 rrbdrs]が [tf8 1 rrbdrs]となるなど，ギリシャ
21 

語からの借入語に多い。しかし，これらはまだ substandardなものばかりである。

(b) BEでは bench,filch, trencherのように n,lの後で [tI]の [t]が
22 

屡々消失して [f]音になるが， AEでは [tf]が普通である。

Machinationは綴字発音では [I]だが一般的ではない。

(3) gg 

(a) Suggest vまBEでは [s'JI d3est]だが，AEではむしろ [s'3gId衣st]が

普通で，前者は lessfrequentである。 これには s-u-g[es-ju-d3i] sug [sAg], 
23 

g-e -s -t [d叶i-es-ti]gest [d3est]と綴り方を教えた教師の影響が考えられる。

(4) ph 

(a) この文字は普通 [f]をあらわすというので，後に Phと綴られるように

なったフランス語からの借入語 nephew『nevju](ME nevew)にアメリカでは

綴字発音『nefju]が用いられる。AEでの伝統的発音はmuchless frequentで

ある。

ー

(5) s 

(a) この文字はもともと [s]又は [z]をあらわすものであるが，次に [I],

[j]などが来ると同化作用で口蓋化され，［J]又は [3]となったものが多い。

しかし， AEでは Sは本来 [f]又は [3]を表すものではないとして， contro-

ve函 alを[1 kantrd I V3'Srdl]とする人もある。また，綴がちがうが同様のことが

associationにも言うことができ，これは [dI sousr'erf dn] と [dI souf r I erf dn] 

が並んでいて， どちらが優勢であるか定め難い。 Negotiateについても， この

-tiーを [sr]とする人がある。 Assumeや consumeは今では [s]のみとなっ

ている。
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(6) SC (h) 

(a) Scheduleは英米ともに綴字発音が行われる。 しかし， 英米において差異

があり， BEでは[1 f rdjul],.AEでは[1 skrd3ul]である。これは，もともと

[ 1 srdjul]だったもので，［s]が「sk],[dju]が [d3u]となった AEの方が綴

字から離れていると言える。

(b) また， schism,sciatic, scintillate, Scyllaにも [sk]が聞かれることが

AEにある。Scheme,schedule, scepticなどからの類推であるが，いずれも使用

頻度の低い語である。

(7) ~h 

(a) Thence, thitherにおいては [0ens],['0r砕］が多く用いられる。これは

もともと[cS]だったものであり， thenceにおいては[cS]の方が多い。しかし，

thitherは主として文語であるために， 綴字発音が伝統的な発音にとって代りつ

つある。

(b) Thamesはコネティカッド州にある 川の名を表す時は [0etmz]という発

音がある。これはI(7) (c)の Walthamと同じ現象ではなく theater,authority, 

anthem, author, Elizabeth (cf. Betty), Catherine (cf. Kate, Kitty), Arth四

(cf. Art), Theodore (cf. Ted, Teddy)等と同じものである。ラテン語ではギ

リシャ語の f)を表すのに thを用い [t]と発音していた。それがラテン語から

直接あるいはフランス語を通して間接に英語に借入されたのである。綴字 thを

[t]と読む場合が今でもないことはない。例えば thyme,Anthony, Esther, 

Mathilda, Theresa (cf. Terry), Thomas (cf. Tom), Thom(p)son, Theobald 

['trbld], Anthony (cf. Tony), Esthonia等がある。このうち Anthony,The-

resa, Esthoniaに AEで [0]も認められており， Theobaldはアメリカでは

['0ic>b, ::>Id]が普通のようである。 Mathildaは発音によって綴の方が変えられ

た Matildaというのが英米にある。

皿 綴字の影響による母音の変化

(1) a 

(a) 強勢母音において bade,caste, ~hastily (cf. chaste), national (cf. 

nation), patronage (cf. patron) などに [er]が現れることがある。このうち

Kenyon-Knottで認められているのは patronageだけであるけれども， badeの
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[berd]も昨今よく耳にする発音でもあり， この綴字発音は案外根強いかも知れ

ない。コネティカットにある Thames川は常に [0ermz]である。

(b) 後に lが来る時に aは [3]又は [a]と読まれることが多いが， 綴字

発音で［匹］となることがしばしばある。 Almond,falcon, salmon, Talbotなど

がその例である CI(9)(a)参照）。 Ralph [rerf]もAEでは [rぉIf]が普通。ま

た PallMallの [p3lm3l]は確立している。

(2) er 

(a) Clerk, sergeantのerが［3'Jで発音される傾向がある。 これは deserve,

determine, serve, service, servant等のように， 18世紀まで [a(r)］で発音され
24 

ていたのが後に [3(r)]と発音されるようになったのと同じ現象である。 Start,

dark, farmなどはこれとは逆に，発音によって綴が変ってしまったものである

(cf. varsity<university)。地名でも Derby,Hertford, Berkeley, Berkhamsted, 

Berkshire, Jervisなどはすべて AEでは [3']のみまたは [ar]と並んで認め

られている。

(3) 0 

(a) 古くは [u]で発音されており後に [A]となったもののうち， come,

love, some, honey, front, dozenのような日常語は [A]が固定してしまったが，

一方 comrade,combat, constable, accomplish, bombast, dromedaryのように

あまり頻度の高くない語においては [A]が定着せず今では，むしろ [a]であっ

て，いずれ [a]のみになうてしまうと思われる。 Wontは AEでは [wAnt]ま

たは [wount]であり， lessfrequentなものとして[w:,nt, want, want]があ

るが，この語は vernacularでないため， 綴字発音になる傾向がある。[wount]
25 

は won'tの影響が多分に考えられる。 Frontierは強勢が第 1音節にある場合も

第 2音節にある場合も [A]が多いが，［a]も決して稀ではない。このように伝

統的発音と綴字発音の勢力が伯仲している場合，綴字発音が今後優勢になる可能

性が大きい。

(b) もう一つ強音節において [a]で発音する 0 が [ou]となることがある。

Dolorous (dolorの類推）， ~ojourn, solaceがそれである。ただし solaceの[ou]

は Kenyon-Knottでは認められておらず， Webster第3版では sometimesと

但し書きされている。 Provostはアメリカの辞書ではすべて [1pravdst]である

が『prouvoust]又は『pravoust]がしばしば聞かれる。これには provost-
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26 

marshal! ['prouvou'marf.31]の影響が考えられる。これらの現象はIII(1)(a)のも

のと音声学的には同じものである。

(4) 弱音節における母音の綴字発音

(a) -ar, -er, -ir, -or, -our, -urに終る語は18世紀あるいはそれ以前に［ai]又

は [a]となっていた。弱音節におけるこれらの母音を綴字に忠実に発音し分
27 

けることは馬鹿げたことである。 アメリカにこの綴字発音がよ く聞かれるのは

"correct" pronunciationを主張する教師や牧師の影響が考え られる。これは聞

き手によく分ってもらう必要のある演説者においても同じで，冠詞 a,theをす
28 

べて [er],[oi]とやるのは彼等である。

(b) 接頭語 be-,de-, e-, re-, seーの [I],[I], [;:}]が[i]になるのも綴字

発音と言えるが，この傾向は強い。

(c) 接頭語 con-,co加においても [g]を [a]と発音する人達がいる。

(d) 接頭語ではないが， vacationの第 1音節を [eI]とするのはむしろ普通で

ある。

(e) -dayを伴う複合語においては， ーdayには強勢がなく [dr]となるのが普

通であるが， AE では [der] とされることも少くない。Kenyon-Knott では

Sunday, Mondayのような曜日の名前には [dr]だけしか認められていないが，

Webster第 3版では [der,dr]両方認め，前者の方が主要なものとされている。

Kenyon-Knottは holidayには [der]のみを認めている。Kenyon-Knottだけ

から判断すれば holidayは曜日の名に較べると頻度が低く，複合語という意識も

伴って [der]のみを認めているのかも知れない。この -dayの[der]は AEで

は第 2強勢を与えられて勢力を持つことになるだろう。

以上，アメリカ英語の綴字発音を考察して来たわけであるが，すべてを尽して

いるとは言い切れない。例えば always[ ' ~I werz], Placate [ 1 plerkert], coxwaz"n 

[ 1 kakswern], perhaps [p釘 h四ps]その他多数のものが残っている。しかし，そ

の残っているものの多くは弱音節における母音であることがわかる。

綴字発音は初めにも述べたようにそれぞれの語の日常生活で用いる頻度数に関

係してくるので generalizeして述べることは困難である。しかし以上の考察か

ら AEの綴字発音について generalizeできるものを整理すると，

1. 本来あるいは同化によって黙字である子音綴字が発音されるようになって

いることが多い。
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2. 子音は本来その綴字が持っている音価で発音されることが多い。

3. 母音では日常語として頻度数の高い語は伝統的発音を保持することが多

く，それと同じ語源の言語に属するも のや同じ音声環境にあるも のであっても頻

度が低ければ綴字発音が行われる。

4. 固有名詞ではアメリカでは同名のものを綴字発音する傾向がある。

5. あいまい母音化してしまった弱音節の母音が第 2強勢を持ち綴字発音が行

われる傾向がある。

このうちとくに AE の特徴となっているのは4である。 しかしながら，本来

母音が発音されていて今では脱落し，次に来る l,m, nなどが syllabicconso-

nantとなっている場合には， その前の母音字を綴字に従って発音する ことはあ

まり行われていないようである。

綴字が固定する一方発音が変化している時に綴字に従って発音することは多く

の場合人工的な逆行であるが，綴字が固定してしまっている限り， その逆行への

努力がたえず繰返されることであろう。綴字改良の問題が起ってくるのはこうし

たことが原因となっている。しかし，綴字を改良したところでたえず変動を続け

ている発音の方は再び綴字とはちがった方向へと逃げて行ってしまうことは明ら

かである。合理的な場合もあるが， 少数の場合を除いては綴字発音は自然な発音

の流れにさからうも のであって決して賢明なも のとは言えない。時によっては

時間と精力の労費でもある。綴字発音にたよるべき時は Kokeritzの言うよう

にinnerと inter-,winterとwinner,futileとfeudal,parityとparodyが
29 

homonymsとなって区別がつかなくなった時こそその好時期であろう。
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